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「
圧
縮
」
と
は
、
フ
ァ
イ
ル
の
サ

イ
ズ
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
す
。

圧
縮
し
て
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
し
た

フ
ァ
イ
ル
を
使
う
と
き
は
、「
解
凍
」

し
て
元
に
戻
し
ま
す
。
ま
た
、
複

数
の
フ
ァ
イ
ル
を
１
つ
に
ま
と
め

る
こ
と
を
、「
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
い

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ア

ー
カ
イ
ブ
を
行
う
と
き
に
圧
縮
も

行
わ
れ
る
た
め
、「
圧
縮
」
と
「
ア

ー
カ
イ
ブ
」
は
同
じ
意
味
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

●
圧
縮
と
解
凍

フ
ァ
イ
ル
を
圧
縮
す
る
方
法
に
よ

っ
て
、
圧
縮
フ
ァ
イ
ル
の
拡
張
子
が

変
わ
り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
に
、

「
Ｅ
Ｘ
Ｅ

エ

グ

ゼ

」「
Ｌ
Ｚ
Ｈ

エ
ル
ゼ
ッ
ト
エ
イ
チ
」「
Ｚ
Ｉ
Ｐ

ジ

ッ

プ

」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
Ｅ
Ｘ
Ｅ
」
は
解
凍
ツ
ー
ル
を
含

ん
だ
形
式
に
な
っ
て
い
て
、「
自
己

解
凍
形
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
Ｌ
Ｚ
Ｈ
」
は
、
日
本
で
多
く
使
わ

れ
て
い
る
Ｌ
Ｈ
Ａ
形
式
の
圧
縮
フ
ァ

イ
ル
で
す
。「
Ｚ
Ｉ
Ｐ
」
は
、
海
外

で
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
、
Ｚ
Ｉ

Ｐ
方
式
の
圧
縮
フ
ァ
イ
ル
で
す
。

●
圧
縮
フ
ァ
イ
ル
の
種
類

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る

環
境
で
あ
れ
ば
、
フ
リ
ー
ソ
フ
ト

や
シ
ェ
ア
ウ
ェ
ア
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
サ
イ
ト
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。
「
ベ
ク
タ
ー

（V
ector

）」
や
、「
窓
の
杜
」
な
ど

が
有
名
で
す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
、

「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
と
書
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
く

だ
け
で
簡
単
に
行
え
ま
す
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情

報
誌
の
付
録
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
収
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
ど
こ
か
ら
入
手
す
る
の
か

便
利
な
ツ
ー
ル

ファイルやフォルダを圧縮したり、元に戻したりするツール

2

フ
ァ
イ
ル
や
フ
ォ
ル
ダ
を
圧
縮
し
た
り
、
元
に
戻
し
た
り
す
る
ツ
ー
ル
。

●
解
凍
圧
縮
ツ
ー
ル

1

ベクターのアーカイブカテゴリの
ダウンロードページ
http://www.vector.co.jp/

窓の杜の圧縮・解凍カテゴリのダウン
ロードページ
http://www.forest.impress.co.jp/



便
利
な
ツ
ー
ル

付
録

ファイルやフォルダを圧縮したり、元に戻したりするツール

3

1
ダウンロードした自己解凍形式の
Lhasaファイル（lhasa017.exe）をダ
ブルクリックして、インストールを開
始します。

解
凍
だ
け
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
あ

れ
ば
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
操
作
が

簡
単
な
「
Ｌ
ｈ
ａ
ｓ
ａ

ラ

　

サ

」
が
お
す

す
め
で
す
。
Ｌ
ｈ
ａ
ｓ
ａ
は
、
Ｌ

Ｚ
Ｈ
フ
ァ
イ
ル
と
Ｚ
Ｉ
Ｐ
フ
ァ
イ

ル
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

圧
縮
と
解
凍
が
で
き
る
ツ
ー
ル
で

は
、「
Ｌ
ｈ
ａ
ｓ
ａ
」
と
同
じ
よ
う

な
操
作
方
法
の
「
＋
Ｌ
ｈ
ａ
ｃ
ａ

ラ

　

カ

」

が
お
す
す
め
で
す
。
＋
Ｌ
ｈ
ａ
ｃ

ａ
も
Ｌ
Ｚ
Ｈ
フ
ァ
イ
ル
と
Ｚ
Ｉ
Ｐ

フ
ァ
イ
ル
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
お
す
す
め
の
解
凍
圧
縮
ツ
ー
ル

「Lhasa」のインストールと操作

2 インストールダイアログが表示された
ら、［インストール開始］ボタンをクリ
ックします。

3 インストールが完了したら、［OK］ボ
タンをクリックして、Lhasaを起動し
ます。

ここをクリック1

4
「Lhasa」の設定を行い、［OK］ボタン
をクリックします。設定は、デスクト
ップ上の「Lhasa」アイコンをダブル
クリックして、「Lhasa」を起動するこ
とで、いつでも変更できます。

ここをクリック1

［出力先］には、圧縮ファイル
を解凍する場所を指定する

［.lzh］や［.zip］ボタンをクリック
して押したままの状態にしておくと、
対応する圧縮ファイルをダブルクリ
ックで解凍できるようになる

ここをクリック1

ここをダブルクリック1
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２
Ｄ
Ｄ
（
２
デ
ィ
ー
デ
ィ
ー
）

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
規
格
の

ひ
と
つ
で
す
。
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
す

る
と
７
４
０
Ｋ
Ｂ
の
容
量
に
な
り

ま
す
。
容
量
の
大
き
な
２
Ｈ
Ｄ
が

主
流
な
た
め
、
最
近
で
は
あ
ま
り

使
わ
れ
ま
せ
ん
。

→

２
Ｈ
Ｄ
参
照

２
Ｈ
Ｄ
（
２
エ
ッ
チ
デ
ィ
ー
）

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
規
格
の

ひ
と
つ
で
す
。
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
す

る
と
１
・
４
４
Ｍ
Ｂ
の
容
量
に
な

り
ま
す
。

→

２
Ｄ
Ｄ
参
照

３
・
５
イ
ン
チ
ベ
イ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ケ
ー
ス
内
で
、

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
な
ど
、
３
・
５

イ
ン
チ
の
機
器
を
設
置
す
る
部
分

で
す
。

→
５
イ
ン
チ
ベ
イ
参
照

５
イ
ン
チ
ベ
イ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ケ
ー
ス
内
で
、

内
蔵
型
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
ド
ラ
イ
ブ
な

ど
、
５
イ
ン
チ
の
機
器
を
設
置
す

る
部
分
で
す
。

→

３
・
５
イ
ン
チ
ベ
イ
参
照

A
c
tive
X

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
ア
ク

テ
ィ
ブ
エ
ッ
ク
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
な
ど
に
動
的
な
機

能
を
追
加
す
る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

（
部
品
）
で
す
。

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
（
エ
ー
デ
ィ
ー
エ
ス
エ
ル
）

A
sym
m
etric

ア
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
クD
igital

デ
ジ
タ
ルSubscriber

サ
ブ
ス
ク
ラ
イ
バ

L
ine

ラ
イ
ン

の
略
で
す
。
電
話
局
か
ら
各
家

庭
や
事
業
所
ま
で
引
か
れ
て
い
る
、

加
入
者
電
話
回
線
を
利
用
し
て
、

数
メ
ガ
か
ら
十
数
メ
ガ
の
高
速
デ

ー
タ
通
信
を
可
能
に
す
る
通
信
方

式
で
す
。
Ｉ
Ｄ
Ｓ
Ｎ

ア
イ
エ
ス
デ
ィ
ー
エ
ヌ

よ
り
も
高
速

な
通
信
が
可
能
で
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｃ
（
ビ
ー
シ
ー
シ
ー
）

ブ
ラ
イ
ン
ド
カ
ー
ボ
ン
コ
ピ
ー

（B
lin
d
C
arb
on
C
op
y

）
の
略
で

す
。
電
子
メ
ー
ル
で
、
宛
先
（T

o

に
指
定
し
ま
す
）
以
外
の
相
手
に
、

同
じ
内
容
の
メ
ー
ル
を
送
る
と
き

に
指
定
し
ま
す
。
Ｃ
Ｃ
と
違
い
、

相
手
の
名
前
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

は
、
受
け
取
っ
た
相
手
に
わ
か
り

ま
せ
ん
。

→

Ｃ
Ｃ
参
照

Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
（
バ
イ
オ
ス
）

B
asic

ベ
ー
シ
ッ
ク

In
p
u
t

イ
ン
プ
ッ
ト

/
O
u
tp
u
t

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

S
y
stem

シ

ス

テ

ム

の
略
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
本
体
と
周
辺
機
器
間
で
の
デ

ー
タ
の
や
り
取
り
を
行
う
最
も
基

本
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ｂ
ｐ
ｓ
（
ビ
ー
ピ
ー
エ
ス
）

B
it

ビ
ッ
トP

er

パ

ー

S
econ

d

セ

コ

ン

ド

の
略
で
す
。

１
秒
間
に
何
ビ
ッ
ト
の
情
報
を
や

り
取
り
で
き
る
か
を
表
す
通
信
上

の
単
位
で
す
。

Ｃ
Ｃ
（
シ
ー
シ
ー
）

カ
ー
ボ
ン
コ
ピ
ー
（C

a
r
b
o
n

C
op
y

）
の
略
で
す
。
電
子
メ
ー
ル

で
、
宛
先
（T

o

に
指
定
し
ま
す
）

以
外
の
相
手
に
、
同
じ
内
容
の
メ

ー
ル
を
送
る
と
き
に
指
定
し
ま
す
。

Ｃ
ｃ
に
指
定
し
た
相
手
の
名
前
や

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
受
け
取
っ

た
相
手
に
わ
か
り
ま
す
。

→

Ｂ
Ｃ
Ｃ
参
照

基
本
用
語
集

記
号
・
英
字



Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
（
シ
ー
デ
ィ
ー
ロ
ム
）

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
配
布
な
ど
に
利

用
さ
れ
る
読
み
取
り
専
用
の
記
録
メ

デ
ィ
ア
で
す
。
容
量
は
、
約
６
５
０

Ｍ
Ｂ
で
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
４
５

０
枚
分
に
相
当
し
ま
す
。
書
き
込
み

が
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
、
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｗ
が
あ
り
ま
す
。

→

Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
、
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｗ
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
参
照

Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
（
シ
ー
デ
ィ
ー
ア
ー
ル
）

書
き
込
み
可
能
な
Ｃ
Ｄ
メ
デ
ィ
ア

で
す
。
専
用
の
書
き
込
み
ソ
フ
ト
を

使
っ
て
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
ド
ラ
イ
ブ
で
デ
ー

タ
を
書
き
込
み
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｗ
（
シ
ー
デ
ィ
ー
ア
ー
ル

ダ
ブ
リ
ュ
ー
）

１
回
書
き
込
む
と
デ
ー
タ
を
消
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
を

改
良
し
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
の

よ
う
に
デ
ー
タ
を
消
し
、
ま
た
書
き

込
め
る
よ
う
に
し
た
記
録
メ
デ
ィ
ア

で
す
。
専
用
の
書
き
込
み
ソ
フ
ト
を

使
っ
て
、
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｗ
ド
ラ
イ
ブ
で

デ
ー
タ
を
書
き
込
み
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｍ
１
（
コ
ム
１
）

パ
ソ
コ
ン
の
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
の

名
前
で
す
。
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
は
、

モ
デ
ム
な
ど
の
通
信
機
器
を
接
続
す

る
場
所
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ポ
ー
ト
が
複

数
あ
る
と
き
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
１
、
Ｃ
Ｏ

Ｍ
２
と
い
う
よ
う
に
末
尾
の
番
号
が

増
え
ま
す
。

Ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｅ
（
ク
ッ
キ
ー
）

以
前
ブ
ラ
ウ
ズ
し
た
情
報
を
利
用

す
る
た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
保

存
さ
れ
る
小
さ
な
フ
ァ
イ
ル
で
す
。

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
の
ユ
ー
ザ
ー
認
証

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

Ｃ
Ｐ
Ｕ
（
シ
ー
ピ
ー
ユ
ー
）

C
entral

セ
ン
ト
ラ
ルP

rocessing

プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グU

nit

ユ
ニ
ッ
ト

の
略

で
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
頭
脳
と
も
い
え

る
部
品
で
、
計
算
能
力
を
周
波
数
で

表
し
、
周
波
数
が
高
い
ほ
ど
、
性
能

が
高
く
な
り
ま
す
。

D
ire
c
tX

（
ダ
イ
レ
ク
ト
エ
ッ
ク
ス
）

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
環
境
で
の
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ス
描
画
を
高
速
化
す
る
た
め

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
。
ゲ
ー
ム
な
ど

で
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｌ
Ｌ
（
デ
ィ
ー
エ
ル
エ
ル
）

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
行
時
に

必
要
と
す
る
デ
ー
タ
や
機
能
が
含
ま

れ
た
重
要
な
フ
ァ
イ
ル
で
す
。

ｄ
ｐ
ｉ
（
デ
ィ
ー
ピ
ー
ア
イ
）

D
ot
P
er
Inch

ド
ッ
ト

パ
ー

イ
ン
チ

の
略
で
、
１
イ
ン

チ
あ
た
り
に
何
ド
ッ
ト
の
点
を
打
て

る
か
を
表
す
単
位
で
す
。
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
、
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。

主
に
プ
リ
ン
タ
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

ス
ペ
ッ
ク
を
表
す
単
位
と
し
て
使
わ

れ
ま
す
。

Ｄ
Ｎ
Ｓ
（
デ
ィ
ー
エ
ヌ
エ
ス
）

D
om
ein

ド

メ

イ

ン

N
am
e

ネ

ー

ム

Server

サ

ー

バ

ー

の
略
で

す
。
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
名
を
照
合
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
名
前
で
呼
び

出
せ
る
よ
う
に
す
る
サ
ー
バ
ー
の
こ

と
で
す
。
一
般
的
に
プ
ロ
バ
イ
ダ
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｓ
Ｕ
（
デ
ィ
ー
エ
ス
ユ
ー
）

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
ユ
ニ
ッ
ト

（D
ig
ital
S
erv
ice
U
n
it

）
の
略
で

す
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
に
デ
ジ
タ
ル
機

器
を
接
続
す
る
端
末
装
置
で
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ

（
デ
ィ
ー
ブ
イ
デ
ィ
ー
ロ
ム
）

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
約
６
０
０

０
枚
に
相
当
す
る
読
み
取
り
専
用
の

大
容
量
記
録
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
書
き

込
み
が
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
は
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
―

Ｒ
Ａ
Ｍ
と
い
い
ま
す
。
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マイ コンピュータやエクスプローラで使用できるショートカットキー

∑（ウィンドウズキー）を使ったショートカットキー

キー 内容
W アクティブウィンドウの最

下部を表示します。
H アクティブウィンドウの最

上部を表示します。
B 1つ上の階層のフォルダを

表示します。
§ ウィンドウの左右やツール

バーのボタンを切り替えま
す。

J 現在の選択が開いていると
きは、閉じます。閉じてい
るときは、親フォルダを選
択します。

K 現在の選択が閉じていると
きは、展開して表示します。
開いていれば、最初のサブ
フォルダを選択します。

キー 内容
A + J 前の表示に戻ります。
A + K 次の表示に進みます。
N + - (テンキーのマイナス記号)

選択したフォルダを折りた
たむ。

N + * (テンキーのアスタリスク)
選択したフォルダのサブフ
ォルダをすべて表示します。

N + + (テンキーのプラス記号)
選択したフォルダの内容を
表示します。

S キーを押しながら「×」ボタンをクリック
選択したフォルダと、その
フォルダのすべての親フォ
ルダを閉じます。マイコン
ピュータのみで使えます。

キー 動作
∑ ［スタート］メニューの表

示と非表示を切り替えま
す。

∑ + ∫ ［システムのプロパティ］
ダイアログボックスを表示
します。

∑ + d 開いているすべてのウィン
ドウを最小化したり、この
方法で最小化したウィンド
ウを元のサイズに戻しま
す。

∑ + S + m
∑ +dで最小化したすべ
てのウィンドウを元のサイ
ズに戻します。

キー 動作
∑ + e 「マイコンピュータ」を開

きます。
∑ + f ［ファイルとフォルダを検

索する］ダイアログボック
スを表示します。

∑ + C + f
［コンピュータの検索］ダ
イアログボックスを表示し
ます。

∑ + ¡ ［ヘルプとサポート］を表
示します。

∑ + r ［ファイル名を指定して実
行］ダイアログボックスを
表示します。

∑ + T タスクバーのボタンを切り
替えます。
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名前 説明 種類 対応ソフト
ani アニメーションポインタファイル。curファイルと同じよう

に使用できます。
システム コントロールパネル

asf ウィンドウズ メディア オーディオ／ビデオファイル。動画
や音声のストリームファイルです。

マルチメディア ウィンドウズメディア
プレーヤーほか

asp ウェブページを表示するためのファイル。サーバー側で利用
されます。

ウェブ インターネットエクス
プローラほか

avi ビデオクリップファイル。ウィンドウズ標準の動画フォーマ
ットです。

マルチメディア ウィンドウズメディア
プレーヤー

bak バックアップファイル。バックアップ機能のあるエディタな
どで作られます。

アプリケーション 汎用

bat MS-DOSで実行可能なバッチファイル。テキストエディタで
編集できます。

実行ファイル MS-DOS

bmp ビットマップイメージファイル。ウィンドウズ標準の画像フ
ォーマットです。

画像 ペイントほか

cab キャビネット形式の圧縮ファイル。ウィンドウズのインスト
ール用CD-ROMなどで使われています。

アーカイブ ectract.exeほか

cda CDオーディオファイル。音楽用CDのファイル形式です。 マルチメディア ウィンドウズメディア
プレーヤーほか

chk チェックファイル。スキャンディスクの実行結果として作成
されるファイルです。

システム システムファイル

chm HTML形式のヘルプファイル。ウィンドウズ98から採用さ
れているヘルプファイルのフォーマットです。

システム 汎用

cnt コンテンツファイル。ヘルプファイル（hlp）と対になってい
て、目次などの情報が格納されています。

システム 汎用

com MS-DOSの実行可能ファイル。 実行ファイル MS-DOS

csv CSV形式のテキストファイル。表計算ソフトなどでも使用で
きるデータ形式です。

アプリケーション エクセルほか

cur マウスポインタファイル。マウスカーソルの形状を定義した
ファイルです。

システム コントロールパネル

dat データファイル。各アプリケーションで必要に応じて作られ
ます。

アプリケーション 汎用

dic 辞書データファイル。MS-IMEやATOCなどの日本語入力ソ
フトで使われる辞書データです。

システム MS-IMEほか

dll ダイナミックリンクライブラリファイル。ウィンドウズやア
プリケーションを動作させるのに必要なファイルです。

システム システムファイル

doc マイクロソフト社のワープロソフト「ワード」の文書ファイ
ルです。一般的なドキュメントファイルでも使われることが
あります。

アプリケーション ワードほか

drv デバイスドライバファイル。周辺機器を動かすためのファイ
ルです。

システム システムファイル

exe 実行可能ファイル。そのほかにも、自己解凍型の圧縮ファイ
ルにこの拡張子が付きます。

実行ファイル アプリケーション

fon フォントファイル。ウィンドウズで文字を表示するために必
要なファイルです。

システム システムファイル

gif GIF形式の画像ファイル。ウェブページなどで使われる圧縮
率の高い画像フォーマットです。

画像 インターネットエクス
プローラほか

hlp ヘルプファイル。ウィンドウズで一般的に使われているヘル
プファイルの形式です。

システム 汎用

html
htm

HTMLファイル。ウェブページを記述するための形式です。
メモ帳などのエディタで中身を見ることができます。

ウェブ インターネットエクス
プローラほか

ico ウィンドウズのアイコンファイル。アイコンにはビットマッ
プファイルも使えますが、アイコンファイルとビットマップ
ファイルは、フォーマットが異なります。

画像 アイコンエディタほか

inf セットアップ情報ファイル。インストール情報などが書かれ
たファイルです。

システム システムファイル

ini 初期化設定ファイル。アプリケーションが起動したときに参
照する、初期化内容が書かれたファイルです。

システム システムファイル


